
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

１回／年

30回/年

１回／年 2回 達成

達成20回/年 20回/年 24回

266 1,969

合計 2,311 1,495 2,733

○「健康グレードアップながの２１」推進会議の開催　１回／年

○圏域毎の推進会議、地域・職域連絡会議の開催　３回／年（合計20回）

　健康長寿№１の確立に向け、行政・医療・教育関係機関、医療保険者、企業、ボランティア団体等が連携し、それぞれの特性を活かしな

がら情報発信することを通じ、地域における主体的な健康づくりを推進する。

　平成24年度に終了する長野県健康増進計画「健康グレードアップながの２１」は、目標達成割合としては悪化指標は少なかったものの、

変化なしという項目もみられ、改善に向けた更なる取組が必要である。

成果目標の達成状況

項目

県健康増進計画推

進会議

圏域推進会議
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施策の総合的展開

６－１ 健康で長生きできる地域づくり

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 ・健康増進法第８条、第19条の３により県計画策定と市町村の援助が義務付

けられている

・国庫補助金の交付主体が都道府県である(地域・職域連携推進事業費)

・長野県健康増進計画「健康グレードアップながの２１」

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

県健康増進計画「健康グレー

ドアップながの２１」圏域推進

会議

直接
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

県健康増進計画「健康グレー

ドアップながの２１」」推進会議

直接

　地域・職域連携推進協議会の役割を担い、健康増進

計画の進捗管理を行う　2回／年

981 1,229 764

　二次医療圏(保健福祉事務所)単位で地域・職域連

携推進協議会を開催し、圏域の健康づくりに関する課

題を検討する。

・地域・職域連携推進会議(圏域）　１0回／年

・「健康グレードアップながの２１」分野別推進会議（圏

域）　14回／年

1,330

2,311 2,311 2,733

合計（A) 2,397 2,733

１回／年

予

算

額

前年度繰越

当初予算 2,397

補正予算

2,311 2,311

Aの

財源

1,198 1,155 1,155 1,364

1,199 1,156 1,156 1,369

概　算

人件費

2.20 2.20 2.20 2.20

18,297

2,397 2,311 1,495

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

平成29年度までを計画期間とした「信州保健医療総合計画」の目標達成を進めるため、県及び圏域での会議を開催していく。

目標に対

する成果

の状況

県会議においては、当初目標を上回り２回開催した。前健康増進計画を評価・改定し、「信州保健医療総合計画」に組み込み、新計画を作成した。

また、圏域会議については、20回の目標に対し24回の開催となり、県計画への意見、地域の健康課題に合わせた検討及び職域保健など幅広く連携した会

議を開催した。

 概算事業費（B（A）+C） 20,694 20,479 20,479 20,901

18,168 18,168 18,168
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区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度


